
「なぜ月島に住むようになったの？」 
 最近になって、合気道の佐藤師範にこのように尋ねられ、
2016年秋、初めて月島を訪れた時のことを思い起こしまし
た。図らずも地下鉄を降り間違え、１つ手前の新富町駅から
歩いて月島に向かう中、佃大橋の上から「佃島小学校」「佃島
中学」の看板が見えました。オフィスビルに見えた建物は噂の
タワマン群でした。「都心に人が住んでいるんだ！」即、ここが
主が招いておられる場所だ！と示され、すぐ月島に移り住み
ました。ところが今、その看板はどこにもありません。当時、区
の学校行事のため、その時期だけ設置された看板だったので
す。地元でPTA会長している青柳牧師は、「当時、10万円も
する看板など無駄だと反対されたけど、開拓の呼び水になっ
たのなら安い投資だった」と裏話方々、喜んでくださいまし
た。主の御名をあがめます。 
「時間借りの礼拝場所をうろうろ～」 
 自宅で礼拝をスタートしましたが、私たち以外月島に住むメ
ンバーもありませんでした。時間借り会議室の多い新富町・
新橋・日比谷・東銀座で礼拝をささげながら、並行して賃貸物
件も探しました。しかし、用途を聞かれて「礼拝」と答えると、
内見すらできない、音を出すことも拒絶…。その後、礼拝出席
が平均30名を超え、幼い子どもたちも増え、ある程度の広さ
が必要となっても、なかなか道は開かれません。「やはり都心
では無理か…」とあきらめてしまいそうな時もありました。 
「教会の強み・弱み・可能性・危機は？」 
 今年に入り礼拝出席者でディスカッションしたところ、TCC
は多様性、発展性がある反面、「会堂がないため交わりが薄
い」「牧師に何かあると共同体が消滅する危うさがある」な
ど、皆さんの心の中の不安感、危機感を、ダイレクトに聞くこと
ができました。その中で会堂取得への祈りが積まれ、さらにコ

アメンバーからは「今後は、オーナーを調べて直談判しよ
う！」などの知恵も出されました。 
「新着情報！月島CITTAビル」 
 2月28日、不動産会社から新物件情報が届きました。月島
駅からも自宅からも近く、113㎡、57万円/月の部屋です。決
して安くないのですが、当初思い描いていた、地元のファミ
リーに仕えたいというヴィジョンに沿った物件です。他フロア
も子ども向け学習教室が多く、土日は親子連れでにぎわう
「お教室ビル」です。用途を「寺子屋」として交渉すればいける
のではないかとの期待にあふれました。 
 翌月、委員＋TCCメンバーで内見した後、ミニストリーの緊
急zoom会議を開き、祈りが積まれる中、主は道を開いてくだ
さいました。「キリスト教の集会」の用途も契約書に追記され、
今後、窓には大きく「東京センターチャーチ」の広告も出せる
ことになりました。主の御名を賛美します！ 

「見よ、わたしは新しいことを行う。今、それが芽生えている。あなたがたは、それを知らない

のか。必ず、わたしは荒野に道を、荒れ地に川を設ける。」 （イザヤ書 43章19節） 

東京都心ミニストリーの働きを覚え、いつも尊い祈りと献金をお献げいただき心より感謝いたします。主が祈りに応えてくださ
り、礼拝場所が、下村家のある月島エリア、それも至近距離に与えられました。主の導きに感謝しつつ、ご報告いたします。 




